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■はじめに
　ベトナムから日本の工場に働きに来ている就
業者に聞いたことがある。「あなたの国と日本
の夏はどちらが暑いか？」。たまたま連れてい
かれた（？）東南アジアの女性のいる飲食店で
も同様の質問をしたが、彼（彼女）らの答えは
異口同音に「日本の夏のほうが暑い！」。
　今から30年以上前、私が小学生だった頃の
夏休みには、30℃を超えたら暑い日だと思っ
た記憶がある。そもそも我が家にエアコンが登
場したのは、小学生も高学年になってからで
あった。中学、高校時代にはバスケットボール
に明け暮れたが、もちろん体育館にエアコンは
無かった。授業中はバスケの練習前の準備時間
と位置付けて寝ることにしていたが、やはりエ
アコンが無かった教室内でも下敷きでパタパタ
とあおいでいるうちに眠れたものだ。
　もし、私が今この時代に小学生であったらと
想像すると、エアコンの無い学校に通っている
子供たちが気の毒でならない。幸いにも私の子
供たちが通う千葉県の学校（公立）にはエアコ
ンが設置されているが、千葉県内でも設置され
ていない市町村がまだまだある。体力の無い低
学年の子供たちを持つ親御さんは、特に心配で
はなかろうか。
　千葉県某市では、数年前の市議会で「子ども

に忍耐力（体力？）を付けさせるために、エア
コンは必要無い」という趣旨の発言をされた議
員がいたというが、それならまず子供より忍耐
力があるはずの大人がエアコンの無い事務所で
働いてみて、現状を知るべきではないだろうか。
もっとも私にはその状況に耐えられる自信は無
いが。

■現在の状況
　昨年７月には、愛知県の公立小学校で就学中
の児童が熱中症で亡くなるという痛ましい事故
が起きた。それをきっかけに、政府は学校空調
に対しての補助金予算を計上する運びとなり、
周知のとおり2019年から、エアコンが設置さ
れていない自治体での「学校空調事業」が一気
に進んだ。
　文部科学省が発表した2018年９月１日時点
での公立学校の空調機設置状況は第１表のとお
りである。もともと東京都や香川県などは取り
組みが早く設置率が高かったが、設置に関して
は、あくまで市町村単位での各自治体に委ねら
れているために地域差がある。本原稿を書いて
いる2019年８月において、第１表で示す設置
率は当然進捗しているはずだが、2019年春先
から過熱した「学校空調事業」により、空調用
冷媒銅管やその他の関連する部材が極度に品薄
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第１表　空調（冷房）設備設置状況（全国） 平成30年９月１日現在

普通教室 特別教室 合計
保有室数 設置室数 設置率 保有室数 設置室数 設置率 保有室数 設置室数 設置率

小中学校
（義務教育学校含む） 383,284 222,227 58.0% 391,618 164,503 42.0% 774,902 386,730 49.9%

幼稚園 14,437 10,231 70.9% 7,874 4,949 62.9% 22,311 15,180 68.0%
高等学校 67,350 52,023 77.2% 126,720 52,919 41.8% 194,070 104,492 54.1%

特別支援学校 28,193 23,467 83.2% 20,607 14,493 70.3% 48,800 37,960 77.8%

※中学校には中等教育学校前期課程、高等学校には同後期課程を含む （出典：文部科学省 報道発表）
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となり、空調機器設置工事を一気に進めること
ができるはずであった学校の夏休み期間に、工
事が思うように進んでいないと聞く。
　今後、学校の長期休暇となる2019年の冬休み、
あるいは2020年の春休み期間には再度空調機器
の設置工事が集中するであろうが、空調配管工
事における正しい製品選定について提言する。

■配管施工の問題点
　建物としての学校の特徴は、構造物自体の高
さはそれほど無いものの水平方向に長いという
ことだ。そのためにエキスパンションジョイント
部（以下、EXP部とする）を設ける（第１図）
ことが多くなるが、そこを通る配管工事の仕様
は国土交通省の公共建築工事標準仕様書（機械

設備工事編）で定められている（第２図、第３図）。
　学校空調ではEHP（電気モータヒートポン
プ）のほか、災害時の電力源確保等の観点から
GHP（ガスヒートポンプ）も広く採用されて
いるが、どちらも配管材料は銅管となる。
　本来であれば、いわゆる官庁物件である公立
学校の配管工事については、銅管であっても前
記の標準仕様書に基づき施工されるのが当然で
あるが、銅管は外径19.05mm（６分）まではO
材による20Mのチューブ（コイル）があるため
に、配管をたわませて施工（第４図）すること
や、1/2H材による直管を使用する場合におい
ても、鳥居配管形状（第５図）に施工すること
により、EXP部の変位を吸収しているケース
が散見される。

第１図

第２図
（出典：公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編） 

平成31年版，（一社）公共建築協会）

第３図
（出典：公共建築設備工事標準図（機械設備工事編） 

平成31年版，（一社）公共建築協会）
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■冷媒銅管用変位吸収継手
　「レフリックス」の開発経緯
　当社は冷媒銅管用変位吸収継手として「レフ
リックス」を2002年に上市した。当初の開発
経緯は、パイプシャフト内の最下部で冷媒銅管
の座屈が散発していた（写真１）ことに対して、
業界の有識者の方々により1997年に発刊され
た「空調用冷媒銅管 設計・施工技術ガイドブッ
ク」で、パイプシャフト内の立管の支持につい
て示されたことによる。しかし、立て管の支持
例にC案としてフレキシブルジョイントが明記

（第６図）されていながら、実際には使用可能
なフレキシブルジョイントが市場に存在してい

なかったため、それを具現化することにあった
（第７図）。
　しかしながら、以後採用された現場は免震建
物における免震層の通過の際の変位吸収（第８
図）や、EXP部の層間変位の吸収（第９図）
が主なものであった。それらの現場は官庁物件
や、民間でも比較的大規模な物件が多かったが、
現在はやはり「学校空調事業」に軸足を置き営

第４図

第５図

写真１

第６図
（出典：空調用冷媒配管　設計・施工技術ガイドブック， 

空調用冷媒配管技術委員会（ARP）編著，理工図書㈱）

第７図　パイプシャフト内伸縮吸収
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業活動を行っている。レフリックスを使用する
ことにより、前述の国土交通省の公共建築工事
標準仕様書に記された工法に沿った施工を行う
ことが可能となる。

■レフリックスについて
　レフリックスは各種の用途や必要とする偏心
量に応じて製品を選定して頂けるよう、100mm
偏心用から800mm偏心用までの規格で構成して
いる（第10図）。また、現場の状況に適した納
まりで施工ができるよう３タイプの納まり（第
11図）を推奨し、必要があれば現場での打ち合

第８図　免震建物の縁切り

第９図　エキスパンションジョイント部の変位吸収

第10図

⒜　立て１本タイプ

⒝　L型吊りばねタイプ

⒞　水平１本タイプ

第11図
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わせを行い、ユーザーにとって最適な製品選定
をして頂けるよう心掛けている。
　製品の検査については、ヘリウムリーク試験
機を導入し製品全数の試験を行うなど、品質管
理には万全を期している（写真２）。

　特に現在は、未だ学校空調事業の終了してい
ない各自治体の教育委員会のほか、設計会社や
施工業者、または流通各社への製品PRに力を
入れている。また、フレキシブルジョイントを
使用した施工方法についても展示会等で訴求に
努めている（写真３）。

■おわりに
　近年、空調システムにおいて冷媒空調のシェ
アアップには著しいものがある。各空調機器

メーカーのたゆまぬ技術革新によるものである
が、今後もますます増加していく傾向であろう。
その中で適正な継手の採用が認知され、レフ
リックスを使用した正しい工法が確立されれば
幸いである（現場写真　写真４〜写真６）。

写真２

写真３

写真４

写真５

写真６
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　2002年　㈱アトムズ 入社
　　　　　業務、経理に従事
　2006年　営業職
　2011年　取締役就任
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振継手
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